
                                                   

 

 

中途失聴・難聴者の社会参加支援に不可欠。 

話の内容を書いて伝える「要約筆記者」      
   

 
●必要な支援が得られにくい 「聴覚障がい者」 

 

聴覚障がい者は県内に約４千人（身体障害者手帳交付者数）、

中軽度の方も含めればもっといるといわれ、その多くが病気や

けが、高齢などにより人生の中途で聴力を失った「中途失聴・

難聴者」です。 

 

「聴覚障がい」は外見からは分かりにくいため、健常者と見分

けがつきにくく存在を見過ごされがちです。 

そのため、多くの聴覚障がい者は必要とする支援を得られな

いまま、日常生活のさまざまな場面で不利・不便を感じながら

暮らしています。 

 
 

●ニーズは年々増大！「要約筆記通訳」  
聴覚障がい者へのコミュニケーション支援方法として広く知られているものに「手

話通訳」があります。しかし、手話を習得する機会のなかった中途失聴・難聴者の方

には「筆記通訳」が有効な手段です。特に高齢難聴者は手話の習得が難しくなるため、

要約筆記通訳の必要性が大きくなっています。 

 

要約筆記者は、このような方々のために、その方の耳代わりになって「その場で話

された内容を文字にして伝える」筆記通訳を行う役割を担っています。 

当センターでは、聴覚障がい者の社会参加の促進のため、「要約筆記者」の養成を

行っています。 

 
     

 

 
 

 
 

 

 

 

 

手書き要約筆記表示の様子     パソコン要約筆記表示の様子 

  

 

 

 

 

 

司会／お忙しい中

ご参加ありがとう

ございます。 

本日の司会を務め

ます田中と 
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受講してみませんか！「要約筆記者養成講習会」 
 

国が定める「要約筆記者養成カリキュラム」に基づき、聴覚障がい者、とりわけ中途失聴・

難聴者の生活や関連する福祉制度等について理解と認識を深めるとともに、要約筆記を行う

のに必要な知識及び技術を習得します。 

要約筆記の手法には「手書き」と「パソコン」があり、共通講義のほかにコース別の講義・

実技もあります。 

 

 

 

                    

 

 

 

 
 

  

 

■主 催  岩手県立視聴覚障がい者情報センター 

■日 程  【受講テスト】令和６年８月３日（土） 

【前期課程】令和６年８月２４日（土）～令和７年３月９日（日） 全１３回 

      【後期課程】令和７年４月１２日（土）～令和７年１１月９日（日）実施予定。 

■会 場  いわて県民情報交流センター《アイーナ》 

■対象者  ・県内に居住する１８歳以上の方（高卒程度の国語力を有すること） 

・講習を修了し、全国統一要約筆記者認定試験合格後、 

「要約筆記者」として活動する意思がある方 

※パソコンコース希望の方は、次の条件を満たすことが必要です。 

 １）タッチタイピング（手元を見ないで入力）できる方 

        ２）自分のノートパソコンを持って来られる方 

        ３）パソコンのシステムや各種設定について基本的知識を有する方 

       ※受講決定の前に、受講テストを実施します。 

■受講料   無料（ただし、テキスト代 4,000 円は自己負担） 
 

■申込み締切 令和６年７月２９日（月） 
 

【受講申込み・お問合せ先】 
 

岩手県立視聴覚障がい者情報センター  

〒０２０－００４５ 

盛岡市盛岡駅西通１丁目７－１ いわて県民情報交流センター（アイーナ）４階 

ＴＥＬ ０１９－６０６－１７４３  ＦＡＸ ０１９－６０６－１７４４  E-mail  mimi-iwate@aiina.jp 

ＨＰ https://www.aiina.jp/site/sityoukaku/ 

 

 

 

 

パソコンコース 手書きコース 


